
特定非営利活動法人日本火山学会 

平成 30年度 第 1 回 理事会 議事録  

 

開催日時および開催場所  

2018年 4月 19日 7時 41分～4月 21日 11時 38 分   

メール審議 

 

出席者：井口正人，篠原宏志, 山里 平，市原美恵，上田英樹，大倉敬宏，大野希一，下司信夫，嶋

野岳人，東宮昭彦，西村太志，橋本武志，萬年一剛，三浦大助，吉本充宏 

 

議案 1 各賞選考委員会の結果について 

各賞選考委員会の西村委員長より，各賞選考委員会による 2018 年度火山学会各賞候補者の選考結果

が報告された（別紙１）．審議の結果，委員会報告の通り各賞受賞者を承認した． 

 

 

以上，この議事録が正確であることを証します． 

 

   2018年 4月 23日 

 

   議長         井口正人  

 

   議事録署名人 山里 平   篠原宏志 

  



別紙 1 

日本火山学会 2018 年度各賞候補 

 

日本火山学会賞  

候補者：寅丸敦志  

推薦者 篠原宏志、市原美恵、奥村聡、嶋野岳人、三輪学央  

研究課題名：「マグマの発泡・結晶化の理論的研究に基づく火山噴火現象の解明」 

 

優秀学術賞 

候補者：奥村 聡  

推薦者： 中村美千彦  

研究課題名 「マグマレオロジーと火山噴火ダイナミクスに関する実験的研究」 

 

日本火山学会普及啓発賞 

候補者：福島大輔・特定非営利活動法人 桜島ミュージアム   

推薦者 ：下司信夫，小林哲夫，嶋野岳人，奥野充，千葉達朗  

研究課題名「活火山を舞台とするエコミュージアムの先駆的活動と火山学の多面的な社会還元の実

践」 

 

日本火山学会研究奨励賞  

候補者： 堀田耕平（自薦）  

研究課題名：「複合地盤変動データに基づく桜島火山におけるマグマ蓄積移動過程の研究」 

候補者： 風間卓仁（自薦）  

研究課題名：「重力観測を用いた火山性流体移動プロセスの把握およびその高精度化に関する研

究」 

 

学生優秀論文賞 

候補者：高野智也 

推薦者：中原 恒  

研究課題名「地震波干渉法に基づく浅部火山体構造の地震波速度変化の応力感度に関する研究」  

1. Tomoya Takano, Takeshi, Nishimura, Hisashi Nakahara, Yusaku Ohta and Sachiko Tanaka 

(2014) Seismic velocity changes caused by the Earth tide: Ambient noise correlation 

analyses of small-array data, Geophysical Res. Lett., 41, 6131-6136, 

DOI10.1002/2014GL060690.  

2. Tomoya Takano, Takeshi Nishimura, Hisashi Nakahara (2017) Seismic velocity changes 

concentrated at the shallow structure as inferred from correlation analyses of ambient 

noise during volcano deformation at Izu-Oshima, Japan, J.Geophys Res. 122, 6721-6736, 

DOI: 10.1002/2017JB014340. 

 

 

日本火山学会論文賞 



Takayuki Kaneko, Fukashi Maeno, Setsuya Nakada (2016)   

2014 Mount Ontake eruption: Characteristics of the phreatic eruption as inferred from 

aerial observations.  

Earth Planets and Space, 68, DOI 10:1186/s40623-016-0452-y 

 

以上 

  



資料１ 

 

推薦書  

平成 30 年 2 月 20 日  

 

日本火山学会大会委員会  

   

2019 年秋季大会開催案について公募の結果，1 件の応募がありました．当委員会で審査を 行った結

果，下記の応募責任者による提案を開催案として，理事会に推薦致します．  

  

応募責任者：金子克哉（神戸大学大学院理学研究科）  

  

応募案：別紙．  

  

推薦理由：日本火山学会の活動趣旨および秋季大会の開催趣旨に即して，立案・計画 

がなされている．学術講演会等は基本的に神戸市内の神戸大学で行われる予定であり， 

概ね設備等の環境は整っていると考えられる．また，開催地候補となっている神戸市 は交通至便で

あり，周辺の環境も優れている．さらに，神戸大学に在籍する 9 名もの スタッフからなる LOC 体

制は心強い．現地討論会については，小豆島で行われる予定 であり，大学所有の調査船による移動

などが組み込まれており，前例のない画期的な 試みといえる．  

  

付記：従前通り，可能な限りの節減，何らかの対応が必要と考えられる．  

  

  

  

以上． 

 

  



資料２  

 

国立大学法人東北大学と特定非営利活動法人日本火山学会との相互協力に関する連携協定書

（案） 

 

国立大学法人東北大学（以下「甲」という。）と特定非営利活動法人日本火山学会（以下

「乙」という。）は、我が国における次世代の火山研究者の育成や災害対策の推進に関し

て、相互に連携・協力することについて、次のとおり連携協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条  本協定は、甲が文部科学省から採択を受けた「次世代火山研究・人材育成総合プロジ

ェクト火山研究人材育成コンソーシアム構築事業」を実施するため設立した「次世代火山研究

者育成コンソーシアム」が取り組む事業と、乙の火山学及びこれに関連のある諸科学の進歩及

び普及をはかる取組について、甲、乙相互の密接な連携・協力により、事業の進展を図り、も

って、次世代の火山研究者の育成及び災害対策の推進に寄与することを目的とする。 

 

（連携事項） 

第２条 甲と乙は、前条の目的を達成するため、次の事項について連携し、協力する。 

（１） 両者が有する知的資源、人的資源及び物的資源の活用に関すること。 

（２） 両者が共同で実施する事業に関すること。 

（３） その他前条の目的を達成するために必要な事項に関すること。 

２ 甲と乙は、前号各号に定める連携事項に係る取組を効果的に促進するため、定期的に協議を

行うものと し、具体的な取組内容及び実施方法は、甲乙協議の上、取組ごとに別途取り決

めるものとする。 

 

（守秘義務） 

第３条 甲及び乙は、この協定に基づく事業において知り得た相手方（次世代火山研究者育成

コンソーシアムの構成員を含む）の秘密及び個人情報について、この協定の有効期間中及び

有効期間終了後を問わず、第三者に開示・漏えいしてはならない。ただし、事前に相手方の

承諾を得た場合は、この限りではない。 

 

（費用負担） 

第４条 甲及び乙は、この協定に基づく事業から生じる費用について、それぞれ自ら負担する

ものとし、他方への請求又は支払いを行わないものとする。 

 

（有効期間） 

第５条 本協定の有効期間は、協定締結日から１年間とする。なお、有効期間満了の１か月前ま

でに、甲及び乙からの申出がない場合、更に１年間更新するものとし、その後も同様とする。 

 

 本協定の締結を証するため、協定書２通を作成し甲乙それぞれ記名押印の上、各自押印その１

通を保有するものとする。 



 

平成  年  月  日 

 

甲 宮城県仙台市青葉区片平二丁目１番１号 

              国立大学法人東北大学  学長  里見 進  印 

 

     

乙 東京都文京区本郷 6-2-9 モンテベルデ第 2東大前 406号 

特定非営利活動法人日本火山学会 会長 井口 正人  印 

 


